
９

（年
間
５
回
程
度
）の
受
講
も
可
能
と
し
て
い
る
。

こ
う
し
た
研
修
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
は
、
受
講
生
か
ら
の
ア

ン
ケ
ー
ト
に
加
え
て
、
受
入
農
家
、
新
規
就
農
相
談
員
及

び
理
事
会
に
お
い
て
決
定
さ
れ
て
い
る
。

農
地
探
し
や
地
域
と
の
橋
渡
し
と
い
っ
た

就
農
フ
ォ
ロ
ー

卒
業
と
同
時
に
就
農
で
き
る
よ
う
に
、
研
修
中
か
ら
、
受
講

生
の
作
物
に
適
し
た
農
地
探
し
、
行
政
な
ど
へ
の
相
談
や

手
続
き
の
調
整
、
青
年
等
就
農
計
画
の
認
定
申
請
な
ど
を

支
援
し
て
い
る
。
特
に
農
地
や
家
探
し
は
、
地
域
の
「顔
」で
も

あ
る
受
入
農
家
の
支
援
が
役
立
っ
て
い
る
と
い
う
。

卒
業
生
に
つ
い
て
は
、
就
農
後
６
年
間
、
半
年
に
１
回
就
農

状
況
報
告
を
受
け
る
な
ど
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
を
続
け
る
と

な
る
よ
う
育
成
す
る
こ
と
」
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

「
村
社
会
」
の
科
目
に
お
い
て
農
村
社
会
の
特
徴
や
そ
こ

へ
の
溶
け
込
み
方
、
心
構
え
な
ど
も
教
育
さ
れ
て
い
る
。

合
宿
研
修
及
び
集
中
講
座
と
も
に
、
毎
回
、
実
習
や
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
の
時
間
が
あ
り
、
受
講
生
が
課
題
に
つ
い
て
調

べ
た
り
ま
と
め
た
り
す
る
作
業
と
意
見
交
換
が
行
わ
れ
る
。

ま
た
、
実
習
で
は
草
刈
り
、
農
具
や
農
業
機
械
の
使
い
方
・

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
、
畝
立
て
と
施
肥
、
植
付
け
と
種
ま
き
、
果
樹

の
手
入
れ
、
農
薬
散
布
な
ど
で
あ
る
。

な
お
、
熊
本
県
内
の
他
の
研
修
機
関
の
受
講
生
と
の
交
流

や
共
通
科
目
の
研
修
の
効
率
的
な
実
施
の
た
め
、
県
内
の

新
規
就
農
者
育
成
機
関
が
合
同
で
実
施
す
る
研
修
会

地
域
に
必
要
と
さ
れ
る
研
修
科
目

年
間
を
通
し
て
行
わ
れ
る
受
入
れ
農
家
で
の
農
業
実
習

と
当
法
人
に
集
合
し
て
行
わ
れ
る
講
義
・
実
習
に
よ
り
研

修
が
行
わ
れ
る
。

農
業
実
習
は
、
施
設
園
芸
か
ら
果
樹
、
畜
産
、
有
機
農

業
、
さ
ら
に
は
農
業
法
人
、
家
族
経
営
農
家
な
ど
多
様
な

「
受
入
農
家
（
４
２
戸
）
」
に
お
い
て
実
施
し
て
い
る
。
受
講

生
は
受
入
農
家
に
お
い
て
実
際
の
農
作
業
や
そ
の
農
業
経

営
者
か
ら
受
け
る
指
導
等
を
通
じ
て
栽
培
技
術
等
を
習

得
し
て
い
く
。
受
入
農
家
の
選
定
は
、
研
修
に
入
る
前
に
、

受
講
生
の
希
望
作
物
や
適
性
等
を
も
と
に
、
卒
業
後
の

キ
ャ
リ
ア
パ
ス
を
想
定
し
な
が
ら
受
講
生
、
受
入
農
家
、

当
法
人
の
３
者
で
相
談
し
て
決
め
て
お
り
、
選
択
さ
れ
る

作
物
は
野
菜
や
果
樹
が
多
い
。

当
法
人
で
の
講
義
及
び
実
習
は
、
主
に
初
期
の
合
宿
研

修
（
６
日
間
）
及
び
年
間
１
０
回
（
各
１
日
）
の
月
例
集
中

講
座
に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
。
講
師
は
当
法
人
の
役
職
員
の

ほ
か
、
技
術
的
科
目
の
一
部
は
熊
本
県
農
業
大
学
校
な
ど

の
専
門
家
が
務
め
て
い
る
。

研
修
科
目
は
全
部
で
１
６
科
目
あ
り
、
こ
の
う
ち
合
宿
研

修
は
「
農
機
具
と
安
全
作
業
、
農
業
の
種
類
と
農
業
哲
学
、

土
壌
、
農
業
気
象
、
村
社
会
、
経
営
」
の
６
科
目
で
あ
り
、

月
例
集
中
講
座
は
「
農
業
機
械
、
病
害
虫
、
施
設
園
芸
、
土
地

利
用
型
農
業
、
農
業
関
連
機
関
と
農
業
関
連
法
律
、
マ
ー
ケ

テ
ィ
ン
グ
、
経
理
、
畜
産
、
果
樹
・
工
芸
作
物
、
造
園
・
そ
の
他

の
農
業
」
の
１
０
科
目
（
毎
回
１
科
目
）
と
な
っ
て
い
る
。

研
修
目
的
の
ひ
と
つ
が
「
地
域
に
と
っ
て
必
要
な
人
材
と

合宿研修（初期の６日間）

月例集中講座（毎月１日）

ま
と
め講義 講義

ワーク

ショップ

（実習）

ワーク

ショップ

（実習）

17:30

１限目

休
憩

２限目

昼
食

３限目

休
憩

４限目

夕
食

後
片
付
け

8:00 10:00 10:30 12:00 13:00 15:00 15:30 17:00

休
憩

４限目

実習講義

ま
と
め

夕
食
準
備

昼
食

３限目

講義
又は
ワーク

ショップ

実習

集合研修における１日の時間割

１限目

10:30

休
憩

２限目

起
床

朝
食
準
備

朝
食

後
片
付
け

15:00 15:30 17:00 17:30 18:00 19:006:00 7:00 8:00 10:00 12:00 13:00

受入れ農家で栽培の指導を受ける受講生



と
も
に
、
規
模
拡
大
等
の
た
め
の
農
地
探
し
や
販
売
先
、
営

農
作
物
の
変
更
な
ど
の
相
談
に
は
随
時
、
無
料
で
対
応
し
て

い
る
。

研
修
期
間
中
の
受
講
生
と
受
入
農
家
、
受
講
生
同
士
の
結

び
つ
き
は
強
く
、
卒
業
後
も
受
入
農
家
と
受
講
生
同
士
で

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
作
り
、
相
互
協
力
や
情
報
交
換
が
実
施

さ
れ
て
い
る
。

特
に
、
今
後
の
農
業
経
営
人
材
育
成
の
た
め
に
は
、
個
性
的

で
魅
力
あ
る
カ
リ
ス
マ
的
な
農
業
経
営
者
が
相
応
の
年
齢

に
な
っ
た
時
、
現
場
を
後
継
者
に
任
せ
て
指
導
者
と
し
て

活
躍
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

こ
の
た
め
、
個
性
的
で
能
力
の
あ
る
経
営
者
が
魅
力
あ
る

指
導
者
と
し
て
輩
出
さ
れ
て
い
く
よ
う
に
、
行
政
や
関
係
者

が
支
援
に
努
め
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。

農
業
経
営
人
材
の
育
成
と
課
題

創
立
者
の
木
之
内
氏
は
次
の
よ
う
に
語
っ
て
い
る
。

農
業
経
営
者
に
必
要
な
能
力
は
、
農
業
経
営
の
理
念
が

あ
る
こ
と
、
経
営
判
断
力
、
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
力
、

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
、
指
導
力
、
人
材
の
潜
在
能
力
を
発
見

す
る
能
力
、
そ
し
て
人
間
力
で
あ
る
。

農
業
経
営
人
材
育
成
の
現
状
を
み
る
と
、
そ
う
し
た
総
合
的

な
経
営
能
力
を
育
成
す
る
農
業
分
野
独
自
の
人
材
育
成
シ
ス

テ
ム
が
確
立
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
が
課
題
の
一
つ
で
あ
る
。

ま
た
そ
の
他
に
も
、
人
材
育
成
が
助
成
金
や
補
助
金
頼
み

で
行
わ
れ
ス
ピ
ー
ド
感
が
な
い
こ
と
、
農
業
法
人
で
も
基
本

的
に
後
継
者
育
成
に
重
点
が
置
か
れ
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
で
き

る
シ
ス
テ
ム
を
も
っ
て
い
な
い
こ
と
、
人
材
育
成
を
行
う
能
力

の
あ
る
指
導
者
が
不
足
し
て
い
る
こ
と
、
人
材
育
成
に
か
か

る
費
用
負
担
な
ど
様
々
な
課
題
が
あ
る
。

綿住 輝さん
熊本県阿蘇市
野菜経営（アスパラ）

熊本県阿蘇市でアスパラの

経営を行っている綿住さんは、

株のデイトレーダーを１０年間

経験した後、まったく農業に縁

のない状態で研修に参加した。

そして師匠となる受入れ農家

に出会い、研修を受け、独立

就農することができた。『農業者は自己責任の元、所得や休み、労働時間、

作業工程などにおいて決定権が自らにあります。それゆえの厳しさも多くあ

りますが、ワクワク感の方が数段上です。』と話している。

卒
業
生
は
高
い
割
合
で
就
農

こ
れ
ま
で
の
約
３
０
年
間
で
１
４
６
人
の
独
立
就
農
者
、

１
１
４
人
の
雇
用
就
農
者
を
輩
出
し
て
い
る
（令
和
５
年
１
０

月
現
在
）。
令
和
４
年
度
で
は
５
名
が
卒
業
し
て
熊
本
県
内

で
就
農
し
、
う
ち
４
名
が
独
立
就
農
、
１
名
が
農
業
法
人
で

の
雇
用
就
農
と
な
っ
て
お
り
、
高
い
割
合
で
独
立
就
農
を

達
成
し
て
い
る
。
５
名
の
営
農
類
型
は
野
菜
が
３
名
、
果
樹
が

１
名
、
畜
産
（肉
用
牛
）が
１
名
で
あ
る
。

10

ＮＰＯ法人 九州エコファーマーズセンター

所在地

代表者

設 立

売上高

従業員数

熊本県合志市栄３８０２－４ 熊本県農業公園内

理事長 北 正純

２００３年１１月

３０百万円（令和４年度事業高）

役員８名、正社員２名

農業を志す人を新規就農者として育成し、自立
させるために現役農業経営者による研修・指導
を行う実践的研修機関

経営理念

新規就農者育成研修、農業体験、セミナー、食農
教育、地域保全・管理受託、情報発信・広報など
の事業

事業内容



農
業
施
設
園
芸
資
材
企
業
に
よ
る
取
組

11

株
式
会
社
誠
和

先
進
的
な
園
芸
施
設
を
活
用
し
た

施
設
栽
培
の
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
研
修 （

栃
木
県
）



人
材
育
成
に
関
す
る
主
な
取
組

人
材
育
成
に
取
り
組
む
背
景
・
目
的

施
設
栽
培
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
育
成
研
修

年
一
作
の
流
れ
を
経
験
で
き
る

栽
培
の
技
術
だ
け
で
は
な
く
、
経
営
力
も

身
に
付
け
た
施
設
栽
培
の
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト

育
成
の
た
め
、
平
成
２
９
年
か
ら
施
設
園

芸
に
お
け
る
最
先
端
の
技
術
を
備
え
た
施

設
（
ア
グ
リ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
誠
和
：
旧
ト
マ

ト
パ
ー
ク
）
で
、
農
業
経
営
に
関
す
る
知
識

と
栽
培
技
術
の
習
得
を
目
的
と
し
た
研
修

を
行
っ
て
い
る
。

受
講
費
用
は
年
間
１
３
２
万
円
で
あ
り
、
研
修
費
、
寮
費
、

食
費
、
教
材
費
、
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
、
傷
害
保
険
料
が
含
ま
れ
て

い
る
。
受
講
期
間
は
、
８
月
か
ら
翌
年
７
月
ま
で
の
１
年
間

で
あ
り
、
研
修
生
に
定
植
か
ら
片
付
け
ま
で
の
年
一
作
の

流
れ
を
経
験
さ
せ
る
目
的
に
加
え
て
、
春
夏
秋
冬
す
べ
て
の

時
期
の
環
境
制
御
を
経
験
さ
せ
る
た
め
、
こ
の
よ
う
な
期
間

と
し
て
い
る
。
受
講
対
象
者
は
、
原
則
１
８
歳
以
上
５
０
歳

未
満
で
、
心
身
と
も
に
健
康
で
あ
る
こ
と
と
し
て
お
り
、
農
業

経
験
の
有
無
は
要
件
と
し
て
い
な
い
。
定
員
は
１
８
名
で
、
書

類
選
考
と
面
接
の
上
、
合
否
が
決
ま
る
。

受
講
者
は
、
独
立
就
農
希
望
の
方
や
雇
用
就
農
希
望
者
、

親
元
就
農
希
望
者
、
企
業
派
遣
の
方
な
ど
様
々
で
あ
る
。
ま

た
受
講
を
希
望
す
る
者
の
営
農
類
型
と
し
て
は
、
ト
マ
ト
栽

培
の
後
継
者
が
多
い
が
、
環
境
制
御
を
学
べ
る
理
由
か
ら
花

き
・
い
ち
ご
栽
培
者
に
加
え
て
種
苗
会
社
か
ら
も
学
び
に
来

て
お
り
、
令
和
５
年
度
の
受
講
生
は
、
そ
の
過
半
数
は
現
在

非
農
家
で
、
新
規
就
農
希
望
者
が
多
く
な
っ
て
い
る
。

ト
マ
ト
パ
ー
ク
ア
カ
デ
ミ
ー
と
誠
和
ア
カ
デ
ミ
ー
は
、
作
目
の

違
い
以
外
は
研
修
内
容
は
基
本
的
に
共
通
で
あ
り
、
全
寮
制
で

栽
培
実
習
に
加
え
て
農
業
経
営
に
関
す
る
講
義
も
行
う
。

誠
和
ア
カ
デ
ミ
ー
の
学
習
課
程
は
、
１
年
生
の
ス
タ
ン

ダ
ー
ド
コ
ー
ス
と
２
年
生
の
マ
ス
タ
ー
コ
ー
ス
に
分
か
れ
て

い
る
。
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
コ
ー
ス
で
入
校
し
て
も
、
も
っ
と
学
び

た
い
と
思
え
ば
マ
ス
タ
ー
コ
ー
ス
へ
の
編
入
も
可
能
で
あ
る
。

１
９
８
０
年
代
初
頭
か
ら
施
設
園
芸
に
関
す
る
先
進
栽
培

技
術
を
蓄
積
し
、
そ
の
成
果
を
生
か
す
べ
く
新
た
な
事
業
と

し
て
「
試
験
・研
究
」
、
「施
設
・見
学
」、
「教
育
・
研
修
」
を
行

う
ト
マ
ト
パ
ー
ク
事
業
を
平
成
２
９
年
に
開
始
し
た
。
そ
の

「
教
育
・
研
修
」
の
中
で
、
世
界
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
ト
マ
ト
栽
培

に
関
す
る
知
識
と
技
術
を
学
ぶ
講
座
と
し
て
「ト
マ
ト
パ
ー

ク
ア
カ
デ
ミ
ー
」
を
開
校
し
た
が
、
ト
マ
ト
以
外
の
作
目
を
学

び
た
い
と
い
う
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
た
め
、
令
和
５
年
８
月
か
ら

栽
培
作
物
を
ト
マ
ト
に
加
え
て
、
キ
ュ
ウ
リ
・
ナ
ス
・
パ
プ
リ

カ
・
イ
チ
ゴ
ま
で
拡
充
し
た
こ
と
に
伴
い
名
称
も
「
誠
和
ア

カ
デ
ミ
ー
」へ
変
更
し
た
。

農
業
経
営
そ
の
も
の
が
実
習
に
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１
年
次
は
、
講
義
と
施
設
内
で
の
実
習
を
組
み
合
わ
せ
た

も
の
に
な
っ
て
お
り
、
講
義
時
間
は
、
１
回
あ
た
り
１
２
０
分

で
、
同
社
の
会
議
室
で
週
２
回
（１
３
時
～
１
７
時
）対
面
で

実
施
し
て
い
る
。
講
義
内
容
は
、
植
物
生
理
（
成
り
立
ち
、

植
物
代
謝
、
水
の
役
割
他
）と
栽
培
シ
ス
テ
ム
（培
地
、
作
物

栄
養
、
環
境
整
備
他
、
農
業
簿
記
、
Ｇ
Ａ
Ｐ
な
ど
）
が
あ
り
、

そ
れ
ら
を
順
に
学
ぶ
。

実
習
は
、
ア
グ
リ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
誠
和
内
で
、
栽
培
実
習
と

ハ
ウ
ス
内
の
温
度
、
湿
度
、
Ｃ
Ｏ
２
、
日
射
量
等
の
環
境
デ
ー

タ
や
、
生
育
調
査
の
デ
ー
タ
な
ど
多
く
の
デ
ー
タ
を
も
と
に

栽
培
戦
略
の
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
中
心
だ
。

１
２
月
か
ら
は
、
将
来
の
事
業
計
画
を
つ
く
る
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
も
あ
り
、
進
路
に
合
わ
せ
た
計
画
を
立
て
る
。

栽
培
デ
ー
タ
を
活
用
し
た
実
習

２
年
次
は
、
１
年
目
で
得
た
知
識
と
技
術
を
駆
使
し
て
原

則
と
し
て
一
人
当
た
り
１
０
ａ
の
栽
培
面
積
を
与
え
ら
れ
、

受
講
生
自
身
が
品
種
選
定
か
ら
日
々
の
栽
培
管
理
・
環
境

制
御
設
定
等
を
行
う
こ
と
が
中
心
と
な
る
。

ま
た
、
毎
月
１
回
の
ゼ
ミ
が
あ
り
、
受
講
生
が
栽
培
し
て
い

る
ほ
場
の
毎
月
の
収
支
の
確
認
や
、
受
講
生
自
ら
労
務
管
理

や
販
売
先
の
開
拓
な
ど
の
課
題
を
設
定
し
、
課
題
の
解
決
に

必
要
な
調
査
や
検
証
を
行
い
、
進
路
に
役
に
立
つ
情
報
・技
術

を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
。

こ
れ
ま
で
の
受
講
生
の
中
に
は
、
進
路
、
能
力
や
希
望
を
加

味
し
て
、
通
常
の
受
講
生
の
３
．
５
倍
で
あ
る
３
５
ａ
の
栽
培



最
先
端
の
設
備
の
活
用
方
法
も
学
ぶ

管
理
を
し
た
ケ
ー
ス
も
あ
っ
た
が
、
そ
の
規
模
で
は
、
受
講

生
１
人
で
栽
培
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
た
め
、
全
体
の
作
業

工
数
か
ら
パ
ー
ト
従
業
員
の
労
働
時
間
管
理
や
具
体
的
な

作
業
指
示
な
ど
と
い
っ
た
細
部
に
わ
た
る
ま
で
実
践
的
な

労
務
管
理
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
た
。

こ
う
し
た
事
例
も
踏
ま
え
、
今
後
は
受
講
生
の
希
望
に
応

じ
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
変
更
も
随
時
し
て
い
く
予
定
で
あ
る
。

誠
和
の
関
係
会
社
で
あ
る
株
式
会
社
ト
マ
ト
パ
ー
ク
は
、
ア

カ
デ
ミ
ー
で
使
用
し
て
い
る
ハ
ウ
ス
で
受
講
生
が
作
っ
た
生
産

物
を
販
売
し
て
い
る
。
そ
こ
で
の
販
売
デ
ー
タ
は
受
講
生

に
公
開
し
、
自
身
が
生
産
し
た
作
物
の
売
値
や
販
売
量

な
ど
の
販
売
状
況
に
つ
い
て
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
行
う

題
材
と
な
っ
て
い
る
。

実
習
で
は
、
ハ
ウ
ス
内
の
４
つ
の
環
境
因
子
（
温
度
、
湿
度
、

Ｃ
Ｏ
２
、
日
射
量
）
を
測
定
し
、
グ
ラ
フ
等
で
表
示
で
き
る

最
先
端
の
ハ
ウ
ス
内
環
境
測
定
装
置
を
用
い
て
行
う
。
こ
の

た
め
実
習
の
前
に
は
、
関
係
会
社
の
社
員
な
ど
か
ら
、
外
気

導
入
・Ｌ
Ｅ
Ｄ
・除
湿
器
・ミ
ス
ト
・天
敵
等
の
最
先
端
の
技
術

に
つ
い
て
の
講
義
を
受
け
る
。
使
い
方
や
見
方
を
知
り
、
実
習

の
中
で
様
々
な
情
報
か
ら
総
合
的
に
栽
培
を
判
断
す
る
能
力

を
養
う
と
共
に
、
生
育
予
測
や
今
後
の
管
理
方
針
等
に
つ
い

て
、
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
い
な
が
ら
学
ん
で
い
く
。
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カリキュラムの概要

１年目
講義 専門知識を身につける

実習 管理技術を身につける

OJT マネジメント力を身につける
※将来の事業計画をつくり最後には卒業発表

２年目
栽培 １年目で得た知識と技術を駆使して

栽培面積300坪を管理

経営 ゼミを通じて経営状況分析や個人課題
研究を実施

施設内でのディスカッション風景

卒
業
発
表
に
向
け
て

１
年
次
の
１
２
月
か
ら
作
成
を
始
め
た
事
業
計
画
は
、
同

社
の
教
育
事
業
課
社
員
と
面
談
な
ど
を
し
て
、
具
体
化
を
進

め
て
い
く
。

作
成
の
過
程
で
は
、
経
営
の
現
状
を
把
握
す
る
た
め
、

売
上
や
経
費
に
つ
い
て
の
課
題
や
販
売
面
の
課
題
に
つ
い

て
、
発
表
・意
見
交
換
を
行
い
、
誠
和
社
員
の
サ
ポ
ー
ト
を

受
け
、
卒
業
発
表
資
料
と
し
て
完
成
し
て
い
く
。
ま
た
、

県
内
外
の
大
中
小
規
模
の
農
業
経
営
体
に
視
察
に
行
き
、

こ
こ
の
施
設
で
は
体
験
で
き
な
い
受
講
生
に
身
近
な

経
営
を
知
る
機
会
を
設
け
て
い
る
こ
と
で
様
々
な
視
点

か
ら
事
業
計
画
を
み
が
く
機
会
を
用
意
し
て
い
る
。

卒
業
発
表
で
は
、
受
講
生
同
士
、
誠
和
社
員
そ
し
て
講
師

と
充
実
し
た
意
見
交
換
を
実
施
し
て
い
る
。

研
修
中
か
ら
就
農
準
備
を
サ
ポ
ー
ト

研
修
中
に
雇
用
就
農
の
希
望
が
あ
っ
た
場
合
は
、
就
職
先

の
候
補
の
紹
介
を
行
っ
て
お
り
、
そ
の
他
農
地
取
得
の
相
談

や
、
様
々
な
施
設
の
計
画
か
ら
建
設
ま
で
の
支
援
な
ど
を

行
っ
て
い
る
。

卒
業
生
の
中
に
は
、
大
玉
ト
マ
ト
５
０
ト
ン
／
１
０
ａ
を
達

成
し
、
農
林
水
産
大
臣
賞
を
受
賞
さ
れ
た
者
も
い
る
。
賞
を

受
賞
さ
れ
た
Ｏ
Ｂ
の
１
人
は
、
三
重
県
桑
名
郡
木
曽
岬
町
で

ト
マ
ト
を
栽
培
さ
れ
て
お
り
、
施
設
規
模
は
大
玉
ト
マ
ト
が

６
５
ａ
、
高
糖
度
ト
マ
ト
が
３
５
ａ
あ
り
、
合
計
１
ヘ
ク
タ
ー
ル

に
上
る
。
労
働
人
員
は
パ
ー
ト
７
名
含
む
計
１
１
名
で
運
営

し
て
い
る
。



販
売
先
は
Ｊ
Ａ
が
メ
イ
ン
と
な
り
、
さ
と
ふ
る
や
直
売
も

実
施
し
て
い
る
。

ま
た
、
Ｏ
Ｂ
会
を
年
に
１
回
開
催
し
、
新
た
な
技
術
や

情
報
を
提
供
し
て
い
る
。
卒
業
生
の
半
数
程
度
が
参
加
し
、

現
在
の
受
講
生
と
の
交
流
や
お
互
い
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン

ア
ッ
プ
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。

が
連
携
し
て
取
り
組
む
こ
と
が
、
教
育
の
機
会
を
増
や
す

こ
と
に
つ
な
が
る
。

企
業
秘
密
を
ど
う
守
っ
て
い
く
の
か
な
ど
連
携
に
つ
い
て
も

さ
ま
ざ
ま
な
課
題
が
あ
る
が
、
こ
れ
か
ら
の
農
業
経
営
体
の

育
成
に
つ
い
て
、
当
社
が
使
命
と
す
る
「豊
か
な
食
と
健
康
な

社
会
づ
く
り
に
貢
献
す
る
」を
も
と
に
一
緒
に
乗
り
越
え
て
い

き
た
い
。

株式会社誠和

所在地

代表者

設 立

売上高

従業員数

栃木県下野市柴２６２－１０

代表取締役 大出 浩睦

１９７１年４月（創業：１９６８年２月）

５，１９３百万円（２０２３年３月期）

役員４名、正社員１４７名、常勤パート２０名

農と植物の力を最大限に引き出す技術と発想をもっ
て、豊かな食と健康な社会づくりに貢献する

使 命

施設園芸用の環境制御機器・養液栽培システム、
大規模プラント事業、流通事業構築

事業内容
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伊藤達郎さんは、トマトパークアカデミー1期生、親元就農で、

第10回三重県トマトほ場共進会（2020年）で農林水産大臣賞受賞

こ
れ
ま
で
の
卒
業
生
の
進
路
と
し
て
は
、
親
元
就
農
が
最
も

多
く
、
次
い
で
独
立
就
農
、
雇
用
就
農
が
続
い
て
い
る
。

就
農
先
の
都
道
府
県
は
多
岐
に
わ
た
っ
て
お
り
、
令
和

４
年
度
卒
業
生
で
は
、
東
京
都
・
栃
木
県
各
２
名
、
宮
城
県
・

千
葉
県
・
愛
知
県
・
岐
阜
県
各
１
名
と
な
っ
て
い
る
。

オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド
型
の
研
修

こ
の
ア
カ
デ
ミ
ー
の
教
育
事
業
と
は
別
に
、
作
物
、
研
修

期
間
、
研
修
内
容
等
を
顧
客
の
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
て
提
供
す

る
短
期
研
修
を
実
施
し
て
お
り
、
農
業
参
入
企
業
、
自
治
体

な
ど
が
受
講
し
て
い
る
。
自
治
体
の
受
講
者
の
中
に
は
普
及

指
導
員
も
お
り
、
地
域
で
の
農
業
経
営
人
材
育
成
の
支
援
能

力
向
上
に
も
一
役
買
っ
て
い
る
。

ま
た
、
生
産
者
だ
け
で
な
く
、
農
業
系
の
学
校
や
官
公
庁
の

職
員
向
け
な
ど
か
ら
の
依
頼
で
出
前
講
座
も
実
施
し
て
お
り
、

誠
和
の
講
師
が
現
地
に
出
向
い
て
講
義
を
す
る
た
め
、
全
国

か
ら
依
頼
が
き
て
い
る
。

農
業
経
営
人
材
の
育
成
と
課
題

農
業
経
営
者
は
、
植
物
生
理
や
環
境
制
御
な
ど
栽
培
に

必
要
な
知
識
は
必
須
で
あ
り
、
優
秀
な
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
能
力

が
あ
っ
た
と
し
て
も
、
栽
培
に
関
す
る
知
識
が
な
け
れ
ば
、
仕

事
優
先
順
位
が
つ
け
ら
れ
な
い
。

そ
の
た
め
に
は
、
実
習
や
Ｏ
Ｊ
Ｔ
を
通
じ
て
、
常
に
「
考

え
る
」
「
判
断
し
行
動
す
る
」
と
い
っ
た
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を

繰
り
返
す
こ
と
が
必
要
で
あ
る
が
、
こ
の
よ
う
な
こ
と

が
学
べ
る
教
育
機
関
が
ま
だ
ま
だ
少
な
く
、
正
し
い
知
識

や
情
報
が
ど
こ
に
い
け
ば
入
手
で
き
て
、
学
べ
る
の
か
と

い
う
情
報
が
少
な
い
。

研
修
機
関
が
情
報
の
提
供
を
工
夫
す
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん

必
要
な
こ
と
だ
が
、
そ
れ
に
加
え
て
、
当
社
の
よ
う
な
栽
培
技

術
に
特
化
し
た
施
設
と
他
の
経
営
人
材
育
成
に
関
わ
る
機
関

（Mission）



学
校
法
人
に
よ
る
取
組

学
校
法
人
有
坂
中
央
学
園

専
門
学
校
中
央
農
業
大
学
校

生
産
し
た
農
産
物
の
６
次
産
業
化
で

実
践
的
に
稼
ぐ
力
を
磨
く
研
修

（
群
馬
県
）
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